


増減（△減） 比率（％）

床 525 525 0 100.0

人 118 118 0 100.0

〃 115 115 0 100.0

〃 578 585 △7 98.8

〃 70 64 6 109.4

〃 881 882 △1 99.9

125,866 135,465 △9,599 92.9

( 8,528) ( 9,414) ( △886) ( 90.6)

精 神 科 〃 1,980 2,638 △658 75.1

感 染 症 〃 2,861 1,980 881 144.5

209,698 206,581 3,117 101.5

( 8,184) ( 7,844) ( 340) ( 104.3)

340,405 346,664 △6,259 98.2

( 16,712) ( 17,258) ( △546) ( 96.8)

日 365 365 0 100.0

〃 242 243 △1 99.6

68.2 73.1 △4.9 93.3

( 73.8) ( 79.5) ( △5.7) ( 92.8)

人の増加となり，合計で6,259人減少いたしました。

病床利用率は，前年度に比べ4.9ポイント減の68.2％となり，一般病床のみの利用率では前年度と

比べ5.7ポイント減の73.8％になりました。

事 業 の 実 績

（　）内は一般病床
を示す。

管理者を除く。

（　）内は救命救急
センターを示す。

人

〃

計

外 来

令 和 3 年 度 仙 台 市 病 院 事 業 の 概 況 と 決 算 の 大 要

摘 要

1 事 業 の 概 況

単位
比 較

令 和 3 年 度

当年度の病院事業におきましては，職員数881人，病床数525床の体制により延べ340,405人の

患者を診療いたしました。患者数は，前年度に比べ，入院部門で9,376人の減少，外来部門で3,117

〃

入 院

病 床 数

職員数

一 般

医 師

医 療 技 術 員

看 護 師

事 務 ・ 技 術 職 員

％病 床 利 用 率

令 和 2 年 度区 分

計

診 療
日 数

患者数

入 院

外 来
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増 減 増 減

(△減) (△減)

17,450,685 17,286,801 163,884 14,217,582 14,088,831 128,751

958,158 947,203 10,955 5,976,043 4,103,405 1,872,638

197,871 135,709 62,162 402,019 263,900 138,119

130,781 387,995 △257,214 75,429 308,490 △233,061

18,737,495 18,757,708 △20,213 20,671,073 18,764,626 1,906,447

1,933,578 6,918 1,926,660

20,671,073 18,764,626 1,906,447 20,671,073 18,764,626 1,906,447

(4) 剰 余 金 計 算 書 及 び 欠 損 金 処 理 計 算 書

欠損金については，前年度未処理欠損金が9,948,081千円でありましたが，当年度純利益1,933,578千円を計上しましたので，当年度

未処理欠損金は8,014,503千円となりました。当年度未処理欠損金8,014,503千円については，全額を翌年度に繰り越しいたしました。

　資本剰余金については，増減はありませんでしたので，当年度末残高は発生しておりません。

計

また，総費用は，前年度に比べ20,213千円の減少となりましたが，これは主として材料費の増等により，医業費用は増加しましたが，

比 較 損 益 計 算 書
（単位　千円）

費 用 の 部 収 益 の 部

医 業 収 益

医 業 外 収 益

区　分
令 和 2 年 度

科　目

　総収支では，1,933,578千円の純利益が生じ，累積欠損金は8,014,503千円となりました。

特 別 利 益

計

小 計

新型コロナウイルス感染症対応従事者への慰労金等が皆減となったことによる特別損失の減少によるものです。

令 和 2 年 度
科　目

感 染 症 病 棟 費 用

令 和 3 年 度

医 業 外 費 用

令 和 3 年 度

当 年 度 純 利 益

感 染 症 病 棟 収 益

（注）損益計算書は，消費税及び地方消費税抜きの額である。

特 別 損 失

小 計

ものです。

(3) 損 益 計 算 書

医 業 費 用

区　分

当年度の総収益は，前年度に比べ1,906,447千円の増加となりましたが，これは主として補助金の増等による医療外収益の増加による
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958,158 947,203 10,955 5,976,043 4,103,405 1,872,638

197,871 135,709 62,162 402,019 263,900 138,119

130,781 387,995 △257,214 75,429 308,490 △233,061

18,737,495 18,757,708 △20,213 20,671,073 18,764,626 1,906,447

1,933,578 6,918 1,926,660

20,671,073 18,764,626 1,906,447 20,671,073 18,764,626 1,906,447

(4) 剰 余 金 計 算 書 及 び 欠 損 金 処 理 計 算 書

欠損金については，前年度未処理欠損金が9,948,081千円でありましたが，当年度純利益1,933,578千円を計上しましたので，当年度

未処理欠損金は8,014,503千円となりました。当年度未処理欠損金8,014,503千円については，全額を翌年度に繰り越しいたしました。

　資本剰余金については，増減はありませんでしたので，当年度末残高は発生しておりません。

計

また，総費用は，前年度に比べ20,213千円の減少となりましたが，これは主として材料費の増等により，医業費用は増加しましたが，

比 較 損 益 計 算 書
（単位　千円）

費 用 の 部 収 益 の 部

医 業 収 益

医 業 外 収 益

区　分
令 和 2 年 度

科　目

　総収支では，1,933,578千円の純利益が生じ，累積欠損金は8,014,503千円となりました。

特 別 利 益

計

小 計

新型コロナウイルス感染症対応従事者への慰労金等が皆減となったことによる特別損失の減少によるものです。

令 和 2 年 度
科　目

感 染 症 病 棟 費 用

令 和 3 年 度

医 業 外 費 用

令 和 3 年 度

当 年 度 純 利 益

感 染 症 病 棟 収 益

（注）損益計算書は，消費税及び地方消費税抜きの額である。

特 別 損 失

小 計

ものです。

(3) 損 益 計 算 書

医 業 費 用

区　分

当年度の総収益は，前年度に比べ1,906,447千円の増加となりましたが，これは主として補助金の増等による医療外収益の増加による
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別　　表

区 分 所 在 面積（㎡） 帳簿価額（千円） 使 用 目 的 備 考

施 設 用 地 仙台市太白区あすと長町一丁目1番1　外9 35,018 9,170,830 病 院 用 地

35,018 9,170,830

　 　 　

用　　地　　内　　訳　　表

計

令和4年3月31日現在
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